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安全運転・マナー・環境問題について

1安全運転のため最も心掛けていることは何ですか。

トラックドライバーの安全に対する意識は年々増加。「スピードを出しすぎない」「疲れたら休憩をとる」「車間距離を保つ」は、
トラックドライバーにとってもはや常識。

日本の成人男女の平均喫煙率は26.0％（たばこ産業「平成18年全国たばこ喫煙者率調査」より）に対して、ドライバーという仕
事の性質上非常に高い喫煙率となっています。
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車両点検整備の励行

交差点における安全確認の励行
（信号のあるなしにかかわらず）

自転車、オートバイに注意する

歩行者に気を付ける

車間距離を保つ

疲れたら休憩をとる

スピードを出しすぎない

嗜好として

眠気防止

いらいら防止

その他

2事故防止のために、歩行者にとくに望むことは何ですか。

4あなたは、運転中にたばこを吸いますか。

5あなたは、ふだんお酒を飲みますか。

6運転中に眠気を感じたことがありますか。

事故の撲滅にはドライバー同様、歩行者側も基本的な交通ルールを守ることが不可欠。市民一人ひとりに、交通ルールに対する意
識の向上が求められます。
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右側通行をする

幼児の一人歩きはさせない

信号を守る

道路への飛び出しをやめる
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飲酒運転をした場合は
厳格な処分を受ける

会社で飲酒運転防止マニュ
アル(規定等)を定めている

乗務前点呼でアルコール検知器等
による検査を実施している

会社に「飲酒運転はしません」
誓約書を提出している

運転記録証明の提出

乗務後点呼でアルコール検知器等
による検査を実施している

とくにない

特に留意していることが
あればご記入下さい
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運転中にたばこを吸う方にうかがいます。

ここ数年、厳罰化が進む飲酒運転。事業者・ドライバーとも、その撲滅に真剣です。「飲酒運転をした場合は厳格な処分を受け
る」が１位。設問以外の留意点として「運転するまで８時間以上ない時は飲まない」「飲んだら絶対乗らない」「家に帰った時
だけ飲む」などが目立ちました。

約９割のドライバーが、眠気を感じたことがあると回答。また、睡眠時無呼吸症候群（SAS）をほとんどのドライバーが知って
おり、眠気を感じたら８割近いドライバーが停止すると回答しました。

飲酒運転防止のため、会社で実施していることや
自主的に心がけていることはありますか。

眠気を感じたことがある人にうかがいます。

十分な睡眠をとった場合であっても強い眠気を感じてしまうという睡眠時
無呼吸症候群（SAS）という病気があることを知っていますか。

運転中に眠気を感じた場合の対処法として何を実施していますか。
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眠気を感じたら車を停止し、
休息をとる。体を動かす

窓を開け、空気をいれかえる

カフェイン含有飲料、ミント系の
菓子など、飲食による刺激を与える

たばこを吸う

冷たいものを額にあてる・目薬をさす・ほほをつねる
・ラジオの音量をあげるなど、外的な刺激を与える

我慢して運転を続ける

眠気防止装置を入れている

その他

時々感じる
75.2%

ほとんど感じない
10.5% 頻繁に感じる

14.3%

知らない 
30.9%

知っている 
69.1%
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